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重要な回転機械の振動を管理！
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軸受けへの振動ピック取付けにより、いつでも振動診断が可能です。
状態を把握し、機器の使用限界の判定や傾向管理が行えます。

外調機や循環空調機などの機器内部にファンが設置されている機器においては、
稼動中における軸受けの状態把握が難しく、 もし軸受け等の状態が悪化して運転
継続が不可能となった場合は・・・与える影響が非常に大きくなります。

軸受破損

軸受け点検が出来ない

シャフト摩耗

内部の状態が心配

設備を停止し確認したら、軸
受けが異常な状態だった！

そこで 常設振動管理のご提案 ⇒ 裏面へ

http://www.fujita-tec.co.jp/


振動診断で機械の状態を把握！
軸受け部に常設の振動ピックを取付け、機器外部から振動計を振動ケーブルに繫
げることで、機器運転中でも振動診断し、設備の使用限界の判定を行えるように改善
できます。

ポータブル振動診断器による定期的な振動測定・
解析を行い、機器の異常を診断します。

①振動の大きさによる判定（簡易診断）
②振動の周波数、波形による判定（精密診断）
などを行うことができます。

報告書例

今回のご提案は、センサーの取付けなど費用のご負担が大きくかかります。
製造・生産設備に係わる重要な設備機器に対してランク付けを行い、リスクの
高い機器を対象に計画をご検討ください。
機器の稼働状態を数値化することで、内部に発生している異常の徴候、原因、
部位、程度を明らかにし、具体的な対策を立てて維持管理を行っていけます。


